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【目的】高重合度アミロースを Cyclodextrin glucanotransferase (CGTase) などの酵素
で処理することによりα- ~ γ-シクロデキストリン (CD) とともに 9 グルコース単
位以上からなる大環状シクロデキストリン (LR-CD、CDn : nは重合度) 類が得られ
ることが知られている。しかし、その収率は低く、かつ基質である高重合度アミ
ロースは高価であるため、より安価な基質を用いた低重合度 LR-CD類、特に CD9
の高収率調製法の開発は重要であると考えられている。既にα-CD を基質とした
LR-CD 類の生成が報告されていることから、本研究では CGTase の生成物である
CD類を基質とし、LR-CD類の調製条件の検討を行った。
【方法】基質を酢酸緩衝液 (pH 5.5) に溶解し、Bacillus macerans由来 CGTaseを加
え、反応させた。反応は試料を 10分間沸騰水浴中で加熱し、停止させた。その後、
残存する鎖状糖を Glucoamylaseで処理し、測定試料とした。これを HPLCにて分
析し、生成した各 CDの確認および CD9の定量を行った。
【結果と考察】β-およびγ-CDを基質とした場合、LR-CD類の生成は、ほとんど認
められなかった。これは、今回使用した CGTaseが α-CDを主に生成する酵素であ
り、α-CD との親和性が高いことが関係すると推察された。一方、α-CD を基質と
した場合、報告通り CD9を含む LR-CD類が生成された。基質濃度 約 10 mM、反
応温度 40℃、酵素量 約 10 unitで 4時間反応させた場合が最も効率的に CD9が得
られた。この結果は、CGTase によるカップリング反応と環化反応のバランスが
LR-CD 類の生成に大きく関与していると考えられた。以上の検討から、高重合度
アミロースを基質とする場合と比較し、LR-CD 類、特に CD9の生産において低コ
スト化および時間的な効率化に成功した。


